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  令和７年度 第２回 大阪市立南住吉小学校 学校協議会 実施報告書 

    

校園名  大阪市立南住吉小学校 

                           校園長名   畠中 紹宏    

日 時 令和７年 10月２８日（火） 

場 所 大阪市立南住吉小学校 校長室 

出 

席 

者 

委員 
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４名   

校園 管理職３名 教務主任１名 

区役所 教育文化課１名 

議題 

（１） 運営に関する計画（中間評価）について 

（２） 令和７年度 全国学力・学習状況調査（概要）ついて 

（３） 質疑応答 

（４） 意見交換 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 
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(4)       

運営に関する計画中間評価の説明 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査の結果 

 

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換 

・今年度の目標に向けた取り組みの進捗状況につい

て理解できた。【安全・安心な教育の推進】【未来

を切り拓く学力・体力の向上】【学びを支える教育

環境の充実】に関する取組内容と各指標に対する

中間評価ついて了承した。 

・「いじめは絶対に許さない」という意識付けをしっ

かり定着できるよう取り組んでいることを理解で

きた。 

・調査結果の概要と分析から見えてきた成果と課題

および今後の取組について理解できた。 

・不登校児童や別室指導の必要な児童の対応に対

し、部屋の確保（エアコン未設置）や人員の不足

があり、関係機関とも連携し今後も対応していく

ことが必要である。 

・３０日以上欠席のある児童の状況について質問が

あり、学校として、本年度・昨年度とも同じよう

な状況であることを説明するとともにそれに対す

る手立てを説明し理解を得られた。 

・中学校では、SNSに関するトラブル等がみられる

ので、情報モラルについての学習をを小学校の時

から学んでおいたほうがよいとの意見が委員から

あった。小学校でもその重要性を共有するととも

に計画的に進めていくことで理解を得られた。 

・試行的に午前午後実施して２年目になる運動会の

在り方について特に問題なく進められたことから

次年度以降も同じように実施していくことに理解

を得た。 

協議資料 ○運営に関する計画（中間評価）、令和７年度 全国学力・学習状況調査（概要）   
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